
ゆ

南
方
佛
教
に
お
い
て
は
＄
業
は
全
て
心
・
心
所
に
存
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
れ
故
、
諭
書
の
中
で
は
心
・
心
所
に
関
す
る
箇
所
で

業
に
つ
い
て
散
説
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、
業
論
と
し
て
纒
め
て
説
く
こ
と
は
極
め
て
少
な
い
。
た
だ
、
法
集
論
ｅ
冒
目
ョ
煙
切
目
盟
巳
）

①

の
註
釈
害
で
あ
る
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
１
（
賃
ｇ
ｐ
の
凹
目
）
に
は
、
比
較
的
纒
ま
っ
た
形
で
業
論
が
説
か
れ
て
い
る
。
以
下
‐
こ
の
ア
シ

タ
サ
ー
リ
ニ
ー
の
業
論
を
中
心
に
し
て
、
南
方
佛
教
の
業
思
想
を
考
察
し
て
ゆ
き
た
い
。

ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
に
お
け
る
業
論
の
最
大
の
特
色
は
、
業
と
心
・
心
所
と
を
統
合
し
て
説
く
と
こ
ろ
の
「
門
論
」
ａ
ぐ
倒
国
‐
園
昏
倒
）

に
あ
る
。
セ
イ
ロ
ン
上
座
部
の
業
論
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
門
の
概
念
把
握
が
最
も
重
要
な
要
素
と
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
清
浄
道

論
や
そ
の
他
の
論
害
に
は
、
こ
の
門
に
つ
い
て
の
論
述
が
あ
ま
り
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
の

「
業
論
」
の
中
に
「
門
論
」
な
る
一
章
が
置
か
れ
た
意
義
は
大
き
い
と
言
え
る
。

②

こ
の
門
論
に
お
い
て
は
、
ま
ず
身
業
の
門
（
圃
圖
菌
日
日
良
く
醐
国
）
が
説
か
れ
る
。
そ
の
中
、
身
に
被
執
受
身
言
風
呂
目
巴
３
‐
圃
園
）
・

食
等
起
身
（
画
圖
国
の
騨
冒
貝
吾
目
色
‐
圃
冨
）
・
季
節
等
起
身
（
匡
冨
の
騨
日
員
昏
倒
ロ
山
‐
圃
冨
）
・
心
等
起
身
（
ｏ
氏
騨
の
煙
目
貝
吾
習
四
‐
圃
冨
）
の

③

四
種
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
即
ち
、
南
方
佛
教
で
は
四
大
お
よ
び
二
十
四
の
四
大
所
造
色
を
立
て
る
中
、
相
色
を
除
く
二
十
四
色
が
次
の

南
方
佛
教
の
業
思
想
三
三
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如
く
、
業
・
心
・
季
節
・
食
の
四
よ
り
等
起
す
る
と
さ
れ
る
。

業
等
起
色
ｌ
眼
・
耳
・
鼻
・
舌
・
身
・
女
根
・
男
根
・
命
根
・
心
基
・
色
・
香
・
味
・
地
・
水
・
火
・
風
・
虚
空
界
・
段
食

心
等
起
色
Ｉ
身
表
‐
・
語
表
・
声
・
色
柔
軟
性
・
色
軽
快
性
・
色
適
業
性
・
色
・
香
・
味
・
地
・
水
・
火
・
風
・
虚
空
界
・
段
食

季
節
等
起
色
ｌ
声
・
色
柔
軟
性
・
色
軽
快
性
・
色
適
業
性
・
色
・
香
・
味
・
地
・
水
・
火
・
風
・
虚
空
界
・
段
食

④

食
等
起
色
ｌ
色
柔
軟
性
・
色
軽
快
性
・
色
適
業
性
・
色
・
香
・
味
・
地
。
水
・
火
・
風
・
虚
空
界
・
段
食

こ
れ
ら
四
等
起
の
各
々
に
掲
げ
ら
れ
た
諸
色
は
、
常
に
全
て
が
等
起
す
る
の
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
場
合
に
よ
っ
て
、
等
起
す
る

⑤

色
と
等
起
し
な
い
色
が
あ
り
、
そ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
色
聚
（
昌
冒
‐
戸
四
面
園
）
説
で
あ
る
。
摂
阿
毘
達
磨
義
論
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は

次
の
よ
う
に
な
る
。

業
等
起
聚

①
眼
十
法

②
耳
十
法

③
鼻
十
法

④
舌
十
法

⑤
身
十
法

⑥
女
性
十
法

⑦
男
性
十
法

⑧
基
本
法

（
。
鳥
昏
早
目
の
凹
冨
）
ｌ
命
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
眼

（
の
。
苗
‐
８
３
菌
）
ｌ
命
。
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
耳

（
唱
習
餌
‐
§
の
餌
冨
）
ｌ
命
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
。
味
・
食
素
・
鼻

含
昏
甲
８
３
菌
）
ｌ
命
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
舌

（
圃
薗
‐
８
ｍ
四
５
）
Ｉ
命
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
身

（
茸
冒
〕
目
ぐ
四
‐
３
ｍ
四
富
）
Ｉ
命
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
女
根

（
官
ｇ
ご
〕
目
『
璽
‐
〔
言
醜
幽
富
）
Ｉ
命
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
表
・
男
根

（
ぐ
鱈
茸
目
‐
〔
宮
の
己
畠
）
Ｉ
命
。
地
・
水
・
火
・
風
。
色
・
香
・
味
・
食
素
・
心
基

一
二
四



食
素
・

季
節
等
起
聚

心

鴬：
聚九

④
声
・
軽
快
性
等
の
十
二
法
（
３
局
四
‐
旨
冒
団
ｇ
‐
号
且
騨
の
巴
畠
）
Ｉ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
声
・
色
軽
快

南
方
佛
教
の
業
思
想
一
二
五

①
純
八
法
（
印
巨
目
冨
宮
冨
冨
）
ｌ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素

②
声
九
法
（
３
８
菌
‐
５
３
厨
）
声
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素

③
軽
快
性
等
の
十
一
法
（
冨
冒
薗
日
‐
①
富
８
＄
富
）
ｌ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
色
軽
快
性
・
色
柔
軟
性

⑤
身
表
・
軽
快
性
等
の
十
二
法
（
圃
冨
く
目
冒
菖
‐
巨
旨
薗
昌
‐
号
目
騨
唾
農
匪
）
Ｉ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
身

表
・
色
軽
快
性
・
色
柔
軟
性
・
色
適
業
性

⑥
語
表
・
声
・
軽
快
性
等
の
十
三
法
（
ぐ
四
日
ぐ
鄙
冒
蔑
‐
＄
目
騨
‐
旨
自
国
目
‐
蔚
国
の
騨
冨
）
ｌ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・

食
素
・
語
表
・
声
・
色
軽
快
性
・
色
柔
軟
性
・
色
適
業
性

①
純
八
法
（
の
且
目
農
園
菌
）
Ｉ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素

②
身
表
九
法
（
断
制
ぐ
薗
目
岳
‐
目
ぐ
騨
冨
）
Ｉ
地
・
水
・
火
。
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
身
表

⑥

③
語
表
十
法
（
ぐ
ゅ
Ｂ
ａ
目
鼻
武
‐
§
の
鳥
色
）
ｌ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
語
表
・
声

④
軽
快
性
等
の
十
一
法
（
旨
冒
薗
昌
‐
の
冨
目
の
四
菌
・
）
ｌ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
色
軽
快
性

色
適
業
性

色
適
業
性

法
書
く
岸
い
‐
層
鼠
冨
）
Ｉ
命
・
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素

色
柔
軟
性
。



つ
Ｃ
Ｏ

①
純
八
法
（
皆
目
冒
茸
冨
冨
）
ｌ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素

②
軽
快
性
等
の
十
一
法
（
蚕
自
国
号
の
冨
烏
の
己
畠
）
ｌ
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
・
色
軽
快
性
・
色
柔
軟
性
・

色
適
業
性
。
、
．

⑦
⑧
⑨

次
に
、
無
畏
山
寺
派
の
所
伝
と
言
わ
れ
る
漢
訳
解
脱
道
論
の
色
聚
説
を
検
討
し
て
み
る
と
、
大
寺
派
所
伝
の
清
浄
道
論
や
法
集
諭
註

よ
り
も
発
達
し
た
も
の
で
あ
り
、
摂
阿
毘
達
磨
義
論
の
所
説
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
無
畏
山
寺
派
の
色
聚
説
は
次
の
よ
う
に
な

食
等
起
聚

業

⑧⑦⑥⑤④③②①笙

処男女身舌鼻耳眼)息
根根聚

性
・
色
柔
軟
性
・
色
適
業
性

十一'一十'一4－‐－1
1II十

（
基
十
法
に
相
応
す
）

一
《
一
一
、

｜
｜
｜
ニ
ノ



⑨
命
根
九

心
等
起
聚

①
清
浄
八
義
（
純
八
法
に
相
応
す
）

②
清
浄
身
作
九
（
身
表
九
法
に
相
応
す
）

③
清
浄
口
作
十
（
語
表
十
法
に
相
応
す
）

④
清
浄
軽
九

⑤
軽
身
作
十

⑥
軽
口
作
十
一

⑦
清
浄
眼
九

⑧
眼
身
作
十

⑨
眼
口
作
十
一

季
節
等
起
聚

①
清
浄
八
義

②
清
浄
声
九

③
清
浄
軽
九

④
軽
声
十

⑤
清
浄
眼
十

南
方
佛
教
の
業
思
想

一
二
七



③
清
浄
眼
九

以
上
の
よ
う
に
、
清
浄
道
論
や
ア
シ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
に
於
て
未
だ
発
展
途
上
の
教
理
で
あ
っ
た
色
聚
説
が
、
無
畏
山
寺
派
所
伝
の
漢

訳
解
脱
道
論
で
は
、
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
形
で
示
さ
れ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
大
寺
派
が
こ
の
よ
う
に
色
聚
説
を
整
理
す
る
ま
で
に

は
、
こ
れ
以
後
、
更
に
数
世
紀
の
期
間
を
要
し
て
お
り
漢
訳
解
脱
道
諭
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
有
部
の
「
八
事
倶
生
随
一
不
滅
」
説
に
比
べ

て
も
、
は
る
か
に
詳
細
な
分
類
で
あ
る
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
色
聚
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
必
ず
等
起
す
る
色
が
八
つ
あ
る
。
そ
れ
は
地
・
水
・
火
・
風
・
色
（
ぐ
四
９
秒
）
・

香
・
味
・
食
素
（
○
着
）
の
八
色
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
不
分
離
色
（
国
司
旨
ご
ｇ
ｏ
鴨
‐
昌
冒
）
と
称
す
る
。
こ
れ
ら
八
色
は
常
に
倶
行
し
、
色

と
し
て
等
起
す
る
場
合
、
最
小
限
度
こ
の
八
色
は
必
ず
等
起
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
こ
と
を
教
理
的
に
明
確
に
説
く
よ
う

に
な
っ
た
の
は
後
期
の
論
害
で
あ
る
が
、
既
に
五
世
紀
頃
に
は
セ
イ
ロ
ン
上
座
部
の
中
に
、
こ
の
思
想
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
諭
書
の

⑩

各
所
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
今
ア
シ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
に
曰
く⑪

「
心
等
起
の
八
色
に
於
て
一
つ
の
表
あ
り
。
こ
れ
が
身
業
の
門
と
云
わ
れ
る
」

⑫

こ
こ
に
、
業
等
起
色
が
挙
げ
ら
れ
ず
心
等
起
色
が
示
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
先
に
説
か
れ
た
四
種
の
等
起
に
つ
い
て
、
更
に
詳
し

⑬

く
考
察
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
摂
阿
毘
達
磨
義
論
等
に
よ
れ
ば
、
業
等
起
色
と
は
、
欲
界
・
色
界
の
二
十
五
種
の
善
・
不
善
業
が
行

⑥
眼
声

食
等
起
聚

①
清
浄
八
義

②
清
浄
軽
九 一L

I

二

八



作
さ
れ
て
結
生
を
取
り
、
各
刹
那
に
連
続
し
つ
つ
流
れ
て
業
等
起
色
を
生
ず
る
。
こ
れ
は
、
普
通
一
般
に
肉
体
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
の

も
の
に
相
当
す
る
。
食
等
起
色
と
は
、
滋
養
た
る
食
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
物
質
的
現
象
を
生
ぜ
し
め
る
一
因
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
次
に
季
節
等
起
色
と
は
‐
火
界
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
熱
と
冷
と
が
、
身
体
内
外
の
物
質
的
現
象
を
生
ぜ
し
め
る
と
い
う

意
味
で
あ
る
。
最
後
に
、
心
等
起
色
と
は
被
執
受
身
即
ち
肉
体
の
上
に
善
・
不
善
・
無
記
の
心
に
よ
っ
て
一
種
の
影
響
変
化
が
生
じ
る
。

そ
の
変
化
が
身
表
で
あ
り
、
そ
れ
が
身
業
の
門
と
称
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
ア
シ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
で
、
「
心
等
起
の
八
色
に
於
て
一
つ
の

表
あ
り
」
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
身
表
を
具
体
的
に
説
明
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
例
え
ば
、
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
心
（
善
心
・
悪
心
・
無
記
心
）
が
生
ず

る
時
、
そ
れ
に
伴
っ
て
身
体
的
動
作
が
生
ず
る
。
そ
の
身
体
的
動
作
の
表
示
或
は
表
示
さ
れ
た
状
態
が
身
表
と
称
さ
れ
る
。
即
ち
、

「
前
へ
進
も
う
」
と
い
う
心
が
生
ず
れ
ば
、
そ
の
心
の
生
起
に
伴
っ
て
直
ち
に
「
前
進
」
と
い
う
具
体
的
な
身
体
的
動
作
（
厨
甘
冨
‐

百
日
ｇ
）
の
表
示
が
あ
る
。
そ
れ
が
身
表
で
あ
り
、
且
つ
こ
れ
は
色
法
で
あ
る
。
従
っ
て
、
そ
こ
に
は
少
な
く
と
も
心
起
の
八
色
（
不
分

離
色
）
が
必
ず
生
起
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
地
・
水
・
火
・
風
・
色
・
香
・
味
・
食
素
と
い
う
こ
れ
ら
八
色
の
中
で
、
心
起
の
風
大

が
他
の
七
色
身
を
支
持
し
、
且
つ
動
か
す
。
た
だ
し
、
実
際
に
動
作
が
起
る
の
は
一
つ
の
認
識
過
程
の
中
に
於
け
る
速
行
心
（
者
ぐ
ゅ
目
色
）

の
第
七
刹
那
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
第
六
刹
那
に
至
る
ま
で
風
大
は
他
の
七
色
を
支
持
し
、
保
持
す
る
だ
け
で
あ
る
。
こ
こ
に
言
わ
れ
る

速
行
心
と
は
、
パ
ー
リ
阿
毘
達
磨
に
お
い
て
の
み
説
か
れ
る
十
四
心
作
用
の
一
つ
で
あ
り
、
善
・
悪
等
の
業
は
全
て
こ
の
速
行
心
に
お

⑭

い
て
な
さ
れ
る
。
こ
の
速
行
心
は
前
五
識
の
五
門
作
用
に
お
い
て
起
る
場
合
と
意
門
作
用
に
お
い
て
起
る
場
合
と
が
あ
る
と
さ
れ
る
が

い
ず
れ
の
場
合
に
も
速
行
心
は
七
刹
那
継
起
す
る
。
そ
れ
故
に
、
今
こ
こ
に
お
い
て
も
「
七
刹
那
云
々
」
と
言
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
こ
で
注
意
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
上
に
述
べ
た
心
生
起
の
身
（
心
生
起
の
八
色
）
が
表
（
急
目
目
ｇ
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続
い
て
語
業
の
門
が
説
か
れ
る
。
語
に
は
思
・
禁
止
・
音
の
三
種
が
あ
る
中
、
音
語
即
ち
音
声
と
共
な
る
一
つ
の
表
が
語
業
の
門
で

あ
る
。
善
・
悪
・
無
記
の
心
を
有
す
る
者
の
声
に
よ
る
表
示
が
語
表
で
あ
る
。
「
こ
れ
を
言
お
う
」
と
思
う
心
は
、
地
・
水
・
火
・
風
．

色
・
香
・
味
・
食
素
な
る
八
色
を
倶
起
せ
し
め
る
。
そ
の
中
、
心
倶
起
の
地
大
は
被
執
受
の
地
大
を
打
ち
つ
つ
生
ず
る
。
大
種
を
打
つ

こ
と
に
よ
っ
て
音
声
が
生
ず
る
。
こ
れ
が
心
倶
起
の
音
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
表
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
被
執
受
の
地
大
が
心

倶
起
の
地
大
に
よ
っ
て
打
た
れ
た
時
に
縁
と
な
る
一
つ
の
行
相
変
化
が
語
表
で
あ
り
‐
語
業
の
門
で
あ
る
。

語
表
は
身
表
の
場
合
と
同
じ
く
、
心
倶
起
で
は
な
い
が
、
心
倶
起
の
身
の
上
に
皿
現
す
る
か
ら
心
倶
起
と
言
う
こ
と
も
許
さ
れ
る
。

更
に
又
、
語
表
と
共
に
生
ず
る
声
は
耳
識
の
所
知
で
あ
る
が
、
語
表
は
意
識
の
所
知
で
あ
る
。

次
に
意
業
門
に
移
る
。
大
註
（
昌
騨
圃
冒
畠
冒
）
の
「
五
識
相
応
の
思
さ
え
業
な
り
」
と
い
う
説
に
基
づ
け
ば
、
欲
界
の
意
が
五
十

か
く
し
て
、
南
方
佛
判

る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
何
か
を
し
よ
う
と
い
う
心
が
生
ず
る
時
、
そ
の
心
を
倶
起
し
た
風
大
に
よ
っ
て
、
同
じ
く
心
倶
起
の

七
色
が
保
持
さ
れ
、
更
に
そ
の
風
大
に
よ
っ
て
速
行
心
の
第
七
刹
那
に
他
の
七
色
が
動
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
縁

と
な
っ
て
そ
こ
に
一
つ
の
行
相
変
化
（
凶
圃
国
ぐ
時
倒
国
）
が
生
ず
る
。
そ
の
行
相
変
化
が
即
ち
身
表
な
の
で
あ
る
。

更
に
又
、
こ
の
身
表
は
一
つ
の
身
体
的
動
作
を
表
わ
し
、
そ
の
行
相
は
眼
の
所
知
で
あ
る
が
、
そ
の
行
相
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
表
は

⑮

眼
の
所
知
で
は
な
く
し
て
意
の
所
知
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
水
中
の
魚
が
動
い
て
水
面
に
泡
が
立
っ
た
場
合
、
水
面
の
泡
は
眼

の
所
知
で
あ
る
が
、
水
面
に
泡
が
立
つ
こ
と
に
よ
っ
て
そ
こ
に
魚
が
い
る
こ
と
を
知
ら
し
め
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
心
に
よ
っ
て
知
る

こ
と
が
表
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
表
は
意
門
に
お
い
て
所
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
南
方
佛
教
に
お
い
て
は
心
等
起
の
色
に
お
け
る
表
が
身
業
の
門
で
あ
り
、
そ
の
門
に
お
い
て
表
わ
れ
た
思
が
身
業
で
あ

二
二
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四
、
色
界
の
意
が
十
五
、
無
色
界
の
意
が
十
二
、
出
世
間
の
意
は
八
で
合
わ
せ
て
八
十
九
種
に
な
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
三
界
の
善

悪
の
意
二
十
九
が
意
業
の
門
で
あ
る
。

以
上
、
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
に
説
か
れ
た
業
思
想
に
つ
い
て
門
論
を
中
心
に
考
察
し
て
き
た
が
、
最
後
に
そ
の
他
の
セ
イ
ロ
ン
上
座

部
諭
書
に
説
か
れ
て
い
る
業
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

⑯

清
浄
道
論
や
摂
阿
毘
達
磨
義
流
等
で
は
、
業
を
種
々
の
観
点
か
ら
四
種
に
分
類
す
る
と
い
う
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
ア

シ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

一
、
作
用
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ゅ
）
と
い
う
観
点
。

①
令
生
業
（
着
目
百
片
四
日
目
四
）
Ｌ
結
生
と
転
起
と
に
お
い
て
、
異
熟
已
作
色
を
生
ず
る
善
・
不
善
の
思
が
令
生
業
で
あ
る
。

②
支
持
業
（
冒
圃
耳
目
目
冒
爵
牟
冨
日
日
四
）
止
自
ら
異
熟
を
生
ぜ
し
む
こ
と
が
不
可
能
で
あ
り
、
他
の
業
の
異
熟
が
久
し

く
生
ず
る
時
の
縁
で
あ
る
善
・
不
善
業
、
或
は
苦
楽
を
有
す
る
異
熟
の
破
壊
縁
を
得
る
こ
と
及
び
増
大
縁
の
生
起
に
よ
っ
て
令

生
能
力
に
相
応
し
、
久
し
く
転
起
の
縁
と
な
る
善
・
不
善
業
を
支
持
業
と
名
く
。

③
妨
害
業
（
冒
冨
旦
鳥
甲
冨
目
白
画
）
他
の
業
に
よ
っ
て
生
ぜ
ら
れ
た
異
熟
の
病
界
・
平
等
な
ど
の
相
を
加
害
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
久
し
く
転
起
の
繋
縛
と
な
る
業
を
妨
害
業
と
名
く
。

④
破
損
業
（
眉
品
目
冨
菌
１
菌
日
日
鯉
）
Ｉ
弱
き
業
の
令
生
能
力
を
害
し
て
破
壊
縁
が
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
異
熟
を

お
さ
え
て
自
ら
異
熟
を
生
ず
る
業
を
破
損
業
と
名
づ
く
。

右
の
令
生
業
と
破
損
業
の
差
別
に
つ
い
て
は
、
阿
毘
達
磨
義
広
明
（
衿
ｇ
丘
冨
日
目
四
ヰ
園
‐
く
ぎ
目
ぐ
四
目
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

令
生
業
は
他
の
異
熟
を
こ
わ
さ
ず
し
て
自
ら
の
業
の
異
熱
を
生
ぜ
し
め
る
。
一
方
、
破
損
業
は
他
の
業
の
異
熟
の
破
壊
を
前
提
条
件
と

南
方
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し
て
い
る
と
い
》
フ
点
で
あ
る
。

二
、
取
異
熟
の
異
門
（
凰
冨
筒
口
段
‐
冨
埼
ご
響
騨
）
と
い
う
観
点
“

①
重
業
（
醤
目
冨
‐
冨
冒
目
鯉
）
ｌ
重
き
と
重
か
ら
ざ
る
中
、
不
善
に
お
い
て
は
殺
母
者
等
の
業
が
、
善
に
お
い
て
は
大

業
が
重
い
故
に
、
最
初
に
異
熟
す
る
。

②
近
業
（
剖
自
菌
‐
菌
日
日
煙
）
１
重
業
が
無
い
時
は
、
遠
近
に
関
し
て
、
死
時
に
憶
念
さ
れ
た
る
こ
と
が
最
初
に
異
熟

④
已
作
業
（
冨
冨
断
‐
園
日
日
勢
）
ｌ
こ
れ
は
已
得
の
習
熟
な
る
業
で
あ
っ
て
‘
先
の
三
業
が
無
い
時
に
結
生
を
引
く
。

三
、
異
熟
時
（
凰
冨
‐
圃
冨
）
の
観
点

①
現
法
受
業
（
農
冒
且
冨
目
目
‐
ぐ
の
§
昌
圃
‐
厨
白
目
餌
）
’
五
門
作
用
或
は
意
門
作
用
に
お
け
る
七
刹
那
の
速
行
心
の
中
＄

善
又
は
不
善
の
第
一
速
行
思
（
冨
昏
目
口
騨
‐
茜
ぐ
ゅ
国
璽
‐
。
①
３
３
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
業
は
必
ず
現
在
の
自
体
（
沙
洋
弓
目
ぐ
ゅ
）
に
異

す
る
。

③
宿
習
畔

に
異
熟
す
。

②
次
生
受
業
（
ロ
冒
昌
軍
弓
の
冒
身
四
‐
富
目
三
四
）
’
七
刹
那
の
速
行
心
の
中
、
第
七
速
行
思
で
あ
っ
て
、
こ
の
業
は
次
生
の

自
体
に
異
熟
を
受
け
る
。

③
後
後
受
業
（
息
自
画
富
国
菅
‐
ぐ
の
３
目
曇
‐
盲
目
目
）
’
七
刹
那
の
速
行
心
の
中
、
第
二
速
行
思
か
ら
第
六
速
行
思
ま
で
の

五
速
行
思
で
あ
っ
て
、
こ
の
業
は
次
生
以
後
の
身
体
に
そ
の
異
熟
を
受
け
る
。

熟
を
受
け
る
。

｡呼

耒

⑰

（
胃
旨
冒
‐
富
国
目
⑳
）
ｌ
近
業
も
な
い
時
に
は
、
宿
習
・
非
宿
習
の
中
、
宿
習
な
る
善
戒
ゞ
或
は
悪
戒
が
最
初

二
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②
被
執
受
身
は
、
業
等
起
色
と
同
じ
で
あ
る
（
ぐ
騎
目
．
弓
．
臼
？
臼
ご
・

③
相
色
（
』
鼻
汽
冒
ｇ
‐
日
冨
）
と
は
、
色
積
集
（
日
圃
⑩
３
口
息
８
冨
）
、
色
相
続
（
Ｈ
ｇ
開
閏
閻
口
３
ｓ
、
色
老
性
（
乱
冨
朋
四
着
国
威
）
、
色
無

常
性
（
昌
冨
の
ｍ
四
四
己
ｏ
８
散
）
の
四
色
で
あ
る
。
清
浄
道
論
や
摂
阿
毘
達
磨
義
論
で
は
、
こ
の
相
色
は
四
等
起
の
何
れ
よ
り
も
等
起
し
な
い
と
さ

れ
る
。
（
司
叩
目
．
危
鮨
圏
》
シ
ご
冨
旨
‐
ぬ
．
弓
自
切
岳
震
固
暗
）
し
か
し
、
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
１
で
は
、
四
等
起
の
何
れ
よ
り
も
等
起
し
な
い
の

は
、
相
色
の
中
の
色
老
性
・
色
無
常
生
の
二
色
の
み
と
さ
れ
て
い
る
（
勝
］
・
国
○
い
，
且
．
や
閏
巴
・

④
以
上
の
表
は
、
摂
阿
毘
達
磨
義
論
に
よ
る
（
弓
弓
の
畠
震
．
宮
路
ｌ
暗
）
。

⑤
弓
自
切
昂
霞
・
ロ
＄
．

⑥
「
語
表
の
把
捉
に
よ
っ
て
、
声
も
又
摂
受
せ
ら
れ
て
あ
り
、
そ
の
非
分
離
の
故
に
語
表
十
法
と
な
る
。
」
寝
ご
冨
‐
号
‐
い
‐
日
冨
．
四
四
日
．
の
（
］
．
ロ

④
既
有
業
（
：
。
“
自
国
日
日
型
）
１
以
上
の
三
種
の
業
の
各
之
の
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
思
が
弱
い
た
め
に
異
熟
が
生
じ
な

い
場
合
で
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
異
熟
を
受
け
る
こ
と
の
な
い
業
で
あ
る
。

四
、
異
熟
処
（
凰
屏
量
目
旨
四
）
の
観
点

①
不
善
業
（
己
昌
の
騨
冒
‐
菌
日
日
型
）
ｌ
身
業
・
語
業
・
意
業

②
欲
界
善
業
（
訂
日
割
四
８
国
‐
胃
の
巴
四
‐
盲
目
目
）
Ｉ
身
業
・
語
業
・
意
業

③
色
界
善
業
（
昌
凰
ぐ
璽
○
胃
甲
冒
切
沙
軍
冨
旨
目
四
）
ｌ
意
業
の
み

④
無
色
界
善
業
（
胃
目
騨
ぐ
ぃ
ｏ
胃
騨
‐
冒
鋤
沙
雷
‐
園
日
日
秒
）
ｌ
意
業
の
み

①註
い
つ
や
）

て
い
る
ｏ

偉
曾
四
め
目
日
切
．
○
ｍ
．
２
．
弓
．
雪
ｌ
雪
．
佐
皇
小
現
順
著
「
佛
教
心
理
学
の
研
究
」
（
昭
調
、
日
本
学
術
振
興
会
）
の
中
に
、
全
訳
が
含
ま
れ

南
方
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一
三
四

⑦
大
正
大
蔵
経
、
第
三
十
二
巻
四
四
六
頁
。

③
清
浄
道
論
で
は
、
複
雑
な
色
聚
に
関
し
て
の
記
述
は
存
す
る
が
、
解
脱
道
論
の
よ
う
に
整
然
と
整
理
す
る
と
い
う
点
で
は
未
完
成
で
あ
っ
た
。

業
等
起
聚
は
六
種
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
三
等
起
聚
で
は
純
八
法
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
（
ぐ
勗
日
や
認
聖
。

⑨
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
’
－
－
で
は
、
人
間
の
身
体
を
上
・
中
・
下
に
分
類
し
、
そ
の
各
有
に
色
聚
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
ア
ッ
タ
サ
ー
リ
ニ
１
の
み

に
見
ら
れ
る
分
類
法
で
あ
る
。
そ
れ
ら
を
後
期
の
摂
阿
毘
達
磨
義
論
に
従
っ
て
整
理
す
れ
ば
、
業
等
起
聚
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
完
成
さ
れ
た
形
に
な

る
が
、
他
の
三
等
起
聚
に
つ
い
て
は
純
八
法
が
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

⑩
不
分
離
色
（
い
ぐ
目
号
ｇ
ｏ
甥
‐
己
冨
）
と
い
う
語
の
使
用
、
及
び
色
の
等
起
に
際
し
て
四
大
と
色
・
香
・
味
・
食
素
の
八
色
は
必
ず
倶
行
し
て
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
論
書
の
中
で
明
確
に
記
さ
れ
る
と
い
う
点
で
は
、
後
期
の
論
害
し
菖
国
冒
昌
目
色
＃
冒
‐
＄
侭
昏
騨
の
頃
ま
で
待
た

ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
不
分
離
色
と
同
義
語
で
あ
る
呂
目
目
＃
冨
鬮
（
純
八
法
）
、
鼻
菩
鯉
目
騨
冨
国
冨
（
八
法
聚
）
、
○
茜
茸
冒
目
餌
冨
（
食

素
を
第
八
と
す
る
も
の
）
等
の
語
は
、
既
に
五
世
紀
頃
の
論
害
に
も
見
ら
れ
る
。
漢
訳
解
脱
道
論
に
説
か
れ
た
清
浄
八
義
も
、
不
分
離
色
と
同
じ

も
の
で
あ
る
。
（
こ
れ
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
南
伝
阿
毘
達
磨
に
お
け
る
色
法
の
問
題
点
」
印
佛
研
究
第
二
十
二
巻
第
一
号
、
三
四
九
頁
’
三
五

○
頁
参
照
）
更
に
又
、
五
世
紀
頃
の
諭
吉
に
説
か
れ
る
色
聚
説
を
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
当
時
、
不
分
離
色
の
思
想
が
既
に
存

し
て
い
た
こ
と
は
伺
い
知
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
当
時
す
で
に
相
当
程
度
の
教
理
が
出
来
あ
が
っ
て
い
て
も
、
そ
れ
が
必
ず
し

も
全
て
そ
の
当
時
の
論
害
の
中
へ
明
確
に
記
録
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
は
、
水
野
弘
元
博
士
に
よ
っ
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
水
野
弘
元
著

「
パ
ー
リ
佛
教
を
中
心
と
し
た
佛
教
の
心
識
論
」
八
四
八
頁
、
昭
釣
、
山
喜
房
佛
害
林
）
。
そ
れ
故
、
文
献
の
記
載
の
有
無
か
ら
だ
け
で
、
セ
イ

ロ
ン
上
座
部
の
不
分
離
色
の
思
想
が
有
部
の
八
事
倶
生
随
一
不
滅
説
よ
り
遅
れ
て
発
生
し
た
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

⑪
鈩
淫
．
駒
・
○
、
・
２
．
や
認
．
佐
為
木
現
順
著
「
佛
教
心
理
学
の
研
究
」
二
一
六
頁
。

⑫
昌
罠
目
名
勵
冒
や
曽
昌
に
は
富
日
日
且
四
（
業
生
起
）
、
冨
目
茜
（
因
生
起
）
、
具
且
騨
（
季
節
生
起
）
の
三
種
が
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
後
世

四
等
起
の
思
想
が
完
成
す
る
ま
で
の
過
渡
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
は
盲
日
日
昌
四
と
は
「
生
き
と
し
生
け
る
も
の
で
心
作
用
を
有
す
る
も

の
」
、
胃
目
茜
と
は
「
火
お
よ
び
全
て
の
種
子
か
ら
生
じ
た
も
の
」
、
員
旦
雲
と
は
「
地
・
山
・
水
・
風
の
こ
れ
ら
全
て
」
と
説
か
れ
て
い
る
。



⑭⑬⑭
。
〈
－
リ
文
献
に
は
、
五
門
の
速
行
心
で
善
悪
の
業
が
完
成
す
る
と
い
う
点
に
異
論
も
あ
る
（
水
野
弘
元
著
「
・
〈
－
リ
佛
教
を
中
心
と
し
た
俳
教

の
心
識
論
」
九
一
四
頁
’
九
一
五
頁
）
。

⑮
セ
イ
ロ
ン
上
座
部
で
は
、
身
表
、
語
表
は
四
大
所
造
色
で
は
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
意
に
よ
っ
て
所
知
さ
れ
る
と
説
く
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
部

派
で
は
身
表
、
語
表
を
法
処
所
摂
と
す
る
。

⑯
ぐ
耐
日
．
勺
ｇ
］
１
９
蝉
シ
ｇ
丘
亨
“
・
弓
目
の
扇
展
ゞ
己
困
衿
．
吟
．
ぐ
９
．
曽
胃
．

⑰
清
浄
道
論
や
陽
．
諺
・
ぐ
巳
目
に
は
、
宿
習
業
は
説
か
れ
ず
、
そ
れ
に
か
わ
っ
て
多
業
が
説
か
れ
る
。

多
業
Ｉ
（
回
数
の
）
多
き
と
多
か
ら
ざ
る
と
の
中
に
て
は
、
善
性
の
も
の
に
て
も
不
善
性
の
も
の
に
て
も
回
数
の
多
き
と
こ
ろ
の
業
が
最
初

に
異
熟
す
。

「
も
罠
ね
．
］
、
函
吟
己
．
函
、

Ｌ

Ｌ
‐
戸

南
方
佛
教
の
業
思
想

二
二二

五


